
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（464 ）

ATKIN 等は B6 ， イ ノ ン 1・一ル
，

パ ン トテ ン 酸 に つ き

Saccn’．carisbergensis 　4228，ピ ナ チ ン に つ き Sacch．

cerevisiae 　188 に よう微生 物法 を發表 して い る．

　演者等に Sacch．　 carlsbergensis を用 うる 4 ビ タ ミ

ン の 同時定量 法 に っ き， 基本培地組成 ， 接種菌數 培

養條件 ， 天 然物 よ りの 抽 出法 ， 定 量値 に 異 常な動搖を

與 え る原因等 につ き檢討 した 結果 ， B6 ， イ ノ シ ト
ー

ル ， ピ オ チ ン の 3 ビ タ ミ ン に つ き同一 の 基 本培地組

成，定量手技よ り成 りパ ン トテ ン 酸 で は カ ゼ イ ン 水解

物 の 代 りに ア ス パ ラ ギ ン を用い て β一ア ラ ニ 7 の 影響

を抑制 し接礪菌體濃度が大きい 以 外 は他 の 3 ピ ダ ミ ン

とre−一・の 手 法 よ り成 る 4 ビ ダ ミ ン の 同時定量法を設定

した．

44．二 卜P 化合物 を用い る糖の 比 色定量

　　廣島大工 學部醒酵 　 　 　松 崖 義

’
之

　ピ ク リ Y酸 を用い る L ：wiSrBeneaict 法 ， 2・4一ヂ

ニ ト 9
’
サ ル チ ル 酸 を用 い る Sumner 法 及 び フ ラ ビ ア

ン 酸 を用 い る Kingsbury 法 につ い て 分光光度計 を用

い て 定性的 に 各璽單糖類多糖類 に つ い て 檢討し，前 2

法 に つ い て は グ ル コ e ズ を用い て 定量法 の 檢討 を行 つ

た．

46．
’
BaCi

’
tlUS　PolPtmyxa　1變株の生成ナる

　　Bqct6rlal　Polysacbhartde あ研究

　　（第6報 ） 動物 に 依 る毒 性 及び發熱試驗

　　阪大工 顔部醸酵

　　　　　　　 寺本 四郎，堀一郎〇三崎　旭

吾 々 は 先 に 葡萄臨 フ コ ーz
．
專り欝成 され る bac −

terial　polysaccharide を精製し且化學的性質に つ い

て 報告 した．近時 Pely8accharideの 醫療的矚用 力：注

目され て い るが 該 p ，lysaccharide の 斯 る分野 に於け

る利用 も考え られ る の で添 報 で は マ ウ ．Z 及 び家 兎 に對

して圭と し て 諍脹 注 射 をす ろ事 に依り毒性並びに發熱

等 の 試驗 を行 つ た の で これ らの 納果 に つ い て 報 告 し

た ．

　 46．抗繖物質 に關する研究 （第6報 ）

　　既知合成物 覃の 抗苜作用の 比較

　　阪夫土學蔀醸酵　
’
Q芝崎 　勳 ， 照井堯造

　最近注 目さ2t
’
て 來た Sorbic　 acid の 抗菌作用を從

來知 られ て い る 數種 の 低毒性の 合成物質 と比 鮫 す る と

共 に 2 ，3 の 食 品 に 對す る防腐防黴効果 の 比較結果 を

も併せ 報告 した、

　47．Bacltracln の タン ク墳養に關する研究

　　阪大工 墨部醸酵 　 　 田 口 久 治

　B・’subtilis 　 traay　Miの 生蘯す る抗生物質 Baci｛ra ‘

cin の タ ン ク 培 養を ス テ ン レ ス ス チ ーノし製 容量 數〕L の

小型深部培養裝置 を使用 して 施行 した．　 、

　通氣量，攪拌數を 變更 し ， 且 つ 攪拌 に要 す る所要馬

力數 を測 定 し之 等 の 因 子 が Bacitracin 生 釐 に及ほ『

す影響 を 調査 した培養中の 培地の 化撃的蠻化を逍 求 し

Bacitracin 生釐 に於ける 標準譟作 曲線 を作成 し最高

單位 120U ！m1 を 得 る こ とが 出 來 た．

48．Chloromycetln 生産に於け る生化駆

　　 的變化　（第 1報）

　　阪大工 學部醸酵

　　　　　　 田 口 久治 ○野村達夫s 尾上 　旦

　Chlorornycetin生釐菌 を使用し その ．Chloromy −

cetin 　loO− 300 　u！ml 含 有培 地 に 接種 した もの 及 び

Chloromycetin 不 含培地に 保 存 した 菌株 に就い て 培

養中に 於け る菌體の Chloromycetin ・
に 獨す る擧動及

び 硝酸 鹽 還 元 を 中心 と し て の 生 化學的變 化 を 研究 し

Chloromycetin ．生蘆の 淌長 との 關聯性に 就 き考察 し

た ．皀Pち琥珀酸酸化作用 と T ．　T ．　C．を水素受 容體 と

した時 の 琥珀酸股水素作用 及 び 之等 の 反暉系、に 於 て

Chlorpmycetin が 存在 した 場合 との 比較を行い 併 せ

て 亜 砕酸 遐元 ，Chloromycetin 分 子 内の 芳香屬 二 卜

卩 基 の 邇 元 作用 を培i辭徑過 と共 に 各菌饐に就 い て 研究

した．

43．放線菌の 生産する抗生物質　（第 14報 ）

　　放 繍菌抗 生 物 質 の Screening に つ い て

　　鰍 エ 學部醸酵　　 田 口 久治 〇 三 木輻 太 郎

　薪抗生物質 ， 抗黴物質 を 單離す る 目的 を以 て 土 壌 か
’

ら放線菌 を分離す る事 を綴 行 して い るが現 在 迄約2000

種 の 放線 菌を得たの で ， 其 の 第
一

典撰擇 と して 抗細菌

ス ベ ク ト ラ ム と抗黴 ス ペ ク トラ ム を作成 し， 爾第二 茨

撰擇 と し て 豫傭振盪培養 に よ つ て 得 られ た 培 養液 に就

い て の gummaTized 　 papergram に よる分類 及び抽

出物質の 性質に つ い て 報告 した．

50．一イオ ン交換樹脂に よる酒精不純物除去

　　に關す る研究 （第2報 〉

　阪 大工 畢部醸酵　　　寺本四郎○石川正人

薊報 （醸τ雜 52第gee，（1954）に 於て （’よnv精中の ア
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セ ト ア ル デ ヒ ド を HS σゼ 型 陰 イ オ ン 交換樹脂 を用 い

て 除去す る際の 條件 に 對 して吟昧 を行 い ， その 最適條

件 を決定 した．本報 で は市販燒酎 に對 してホ法 を適用．

した 場 合 の ア セ ！
・ア ル デ ヒ ド簸 の 不 純物の 除去並 び に

Barbet 反應 等 よ り見 た 品質 の 變化竿 に つ き報告 した。

51．糖化 犠酵速度に關す る研究

　　7 ミ ロ 法の 糖化醗酵速度 に就 い て

　　工 業技術院醗研　　　小野英男 ○幅岡誠
一

　今日迄 ア ミ ラ ーゼ 測定 値 と醗酵歩 合 との 開係 が 相當

議論 され て 來 て い る が 時間的觀念 の 導入 に依 り糖化醸

酵 の 速 度 を と り あげ ，私 共 が 改 良 した糖化 力 測 定 値 と

の 關係 に 就 い て ，ア ミ 卩 法 の 場 合に 就 い て 述 べ た．

52．Endo 〃τyces による酒精驟罪に關ナる

　　 研 究

　　阪六工 學部醗酵　　O 富安［li　4B・ 小蜥通夫

　深 部 培 養 に よ る Endemyces 　g） Amylase 生 薤試

驗 を行 い ，之等 の 中よ り Amylase を Lintner 盟位 に

て 350U 程度生琵す る菌株 を見 出 し得 た．更 に Endo 一

嬲 623 單一菌 に よる醸騨試驗 を行 つ た ガ微 弱 で あつ た

の で 、
ア ル コ ーノしエ 業 へ の 應用を考 え ， 本菌 と Sac−

charOth 丿ces と の 混合培養 に よる醸酵試驗を行 つ た の

で ，その 結果 に つ い て 報 告 し た，

53．わ さび 漬に關する研究　（第 5報 ）

　　α
一澱 粉 及び界 面活 性鶴 忝加 に依 る影響

　　靜岡藥大　　　　 0 小 島　操 ， 本吉富
一

　わ さび 漬 を 長期間貯藏す る 目的で ， わ さび 漬 に 防 腐

謝 に 鯔す ろ 各種藥劑 を添 加貯藏 し ， 貯藏 中 の 芥 一P油 の

變化 に っ い て 實驗 した結果 は 既に 報 缶 した （第 1 報 ，

第 2 報 ）

　今 回 は わさび漬中の 芥 子 油 を 物理 的 に 被覆す る 目的

で α
一澱粉を ， 化學的に 被覆す る 目的 で 界面活性劑 （非

イ オ ン ） をわ さび 漬並 び に 合 成 ア リ儿 芥 子才rliに 添加 し

開放｝伏態 の ま x 及 び 密閉欣態 で 37℃ の フ ラ ン 器 中 に 貯

藏 し，貯藏中の 芥 子 抽の 變化 に つ い て實驗 した結果 ，

α
一
澱粉の 添加 は芥 子 洫 の 揮發 を ある 程度防止 す る こ

とが 出來 るが，界 面 活 性欄 の 添加は 却つ て 揮 發 を 促邁

す る．

54．パ ン醸焙に關する研究　（第 11報）

Gtuten 　 dIspeeslen に對す る湛 元 劑 の 作 用

木阪女 子大駆 　 松 本 博

（465）

　glutendi3pers1on 　iま　cystein 　thioglycolic ．　 acid

NaHSOn とい 5様な試藥の 微量添加 に よつ て著 し い

粘度低
一
ドを お こ し ， 恰 も Dough の 場 合 と相似 の 闢

係 を示 す の で あ る が ，そ の rnechanism を知 る 爲 電

流滴定 法 に よつ て gluten 及 び溶液中の SH を 定 量

した所邊元測は gluten 中 の SH 基 量 を増大させ る事

を 發見 した．　こ s に 粘度低
’
ドの mechanism と して

OLCOTT の と な え る 蛋 白分 子の Fragmentatio 皿 設

が有力 で ある事 をみ とめ た．

55．Neu 「osPO 「a　sitoPhita 嗜養物の 繍 代

　　替効果 ．

　　大阪市立 衛研　○石井隆一郎，近 藤喜久子

　亙 5 菌培養物 を線餌 の 代替 とし ， 線餌 全 廢區 ， 線餌

牛減區に 分 か つ て 鷄雛の 飼育試驗 を行 い ， 本 菌培 養 物

の 線 餌代 替効 果 の 叮能性 の 高 い 事 を認 め た．

56．微生物の 力 ロ チ ン生産に關ナる研究

　　（第 1C報 ）NeurosPora 　sitoPhila の カ ロ チ ン

　　生童に 及 ぼ す光 の 影理

　　大阪市立衛研　O 石井隆一郎，岩垣智惠子

　 1VS 菌 Conidia 中 の リ コ ビ ン 部 ，カ P チ ン 都及び

終 カ ロ チ ノ イ ドの 生産 に 及 ぼ す 日光 の 散 光，入 工 光線

の 効果を檢討 した．100V ， 1POW ．の マ ツ ダ 電 球か ら

1 〜2m （28−−112 工ux ）の 距 離 で 2〜4　hrs 照 射 の 場 合

が 最も有 効 で ， 力 卩 チ ン 増 加牽 は 150〜180％ で あっ た

散光 の 照射も有効 で あつ た が ，　 1hr 以上 の 直射 日光

は 破壊 的 に 作用 した．

57．納豆に關する研究　（第 15報 ）

　　カ ル シ ウ厶 張化 に よ る ビタ ミ ン B1 及 び B2 へ

　　の 影貍 に 就 い て

　　大阪市立 衛研 　 　 　 林 右 市0 川北 兵衛

　さきに林 11號菌 （低澀菌） を用 い て 納豆 を製造 した

際 の ビ タ ミ ン Bl及 び B2 の 消長 に 就 い て は ， 第 9 報 に

於 て 報告 した が 今回 は 2 ， 3 の 鹽類 を用 い て カ ル シ ウ

ム 張化納豆 を製造 し ， カ ル シ ウ ム 強化 に よる ビ タ ミ ン

』

Bl 及び B2 へ の 影響 に 就 い て 實驗 を行 っ た．そ の 結果

を報告した．

58．酵素處理 を施せ る外米飯に就い て

　　大谷女短大　　　　 O 高岡研 一，石 橋 ふ じ

　外米 の 不 詐 の 原因 は炊飯 時 に 於け る吸 水牽が極 め て

侭い と雪 5事で あ る一．鄒 ち ， 外米飯 は 口 觸感覺が悪 く
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